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お買いあげいたださ、まことにありがとラございました。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

•ご使用前に「安全にお使いいただくために」 （ B を8ぺージ）を必ずお読みください。 
参この取扱説明書は、いつでち見ることがでさるところに必ず保巧してください。 

f 巧電子マニュアル （ 豚2ぺージ）にも情强びお D まずので、そち S もご覧ください。 











u 羊し < 知りたいこと • ねか5ないことびあつたとさは 




マニュアルで調べよう 



• 取扱説明書（本書） • 電子マニュアル (PDF) • Web マニュアル（が下記) 



使い方びわか6ないと走やトラブルの対処ち法を巧りたいとさは、まずマニュアルを 
見てみましよラ。 


電子マニュアルを表示ずる 


この製品には、『電子マニュアル』 （PDF) びあります。『取扱説明書』（本書）とあわ 
せてご覧くださし、。 


® デスクトップの r 電子マニュアル」をダブ 
ルクリックする。 

鸣ご参考 

•次の方までち電テマニュアルを表示でさま 
す。 

「アプ U ケーシヨン」メニューをクリック 
し、「お気に入り」一「電子マニュアル」 
をク1」ックする。 




霞 


ホームぺージで調べよう！ 


参 Web マニュアル 


http://www.sharp.co.jp/support/mit/mndLagreement.html 

『取扱説明書』（本書)、『電子マニュアル』 （PDF) とあわせてご覧<ださい。 



インターネットに接続している場合、シャープの関連ホームページに情報が載って 
いないか見てみましよラ。ホームページには、最新の情報が掲載されています。 
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霞 


画面を操作してマニュアルを読む。 


ページ移動 

ページ番号を入力し、 W を押すと、 
そのページび表示されます。 


ズーム-レベル 


表示サイズを変更するこ 
とびでさます。 


皆：前のページへ 
A :次のページへ 


ammmj 
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’側 


畳本操作 


画面の説明 


この製品の画面は、大きく分けてデスクトップと上/下パネルひ6構成されています。 
ここでは、各部のなまえとその働さについて説明します。 


上パネル 



目次 

見出しをク U ックすると、そのページへ 
ジャンプします。 

たをク U ックすると、選択した見出しの 
下の項目び階層表示されます。 






•ホームぺージ 

http://www.sharp.co.jp/netwalker/ 


#サポートぺージ 

http://www.sharp.co.jp/support/mit/ 

















































電話での問い合わせ 


お電話でのお問い合わせにつきましては、日本国内のお客様か5のご相談を 
日本語のみでサポートしています。 

お問い合わせ時は、この製品をお手元にご準備ください。 


r 

付属ソフトウエアに関するおいをわせですか？ 



はし、 し、し、え 




付属ソフトウェアについては、当社 
のヴポート対象がとなりまず。 

各ソフトウェアのヘルプや、サポート 
ページの Q & A を参照してください。 
http://www.5harp.co.jp/5upport/mit/ 


ユーザー登録はすんでいますか？ 


^ずんでいない 


すんでいる 



『電子マニュアル』 （ PDF ) の r ユーザー 
登録」を参照して、 ユーザー 登録を 
ずませてぐださい。 



購入を1年な巧ですか？ 



1 年む内 

1 年む上経過 





ご購入後1年む内のお客様 
お客様ヴポートセンター 
(咳^次ページ） 


ご購入後1年む上経過のお客様 
お客様サポートセンター有料窓 □ 

(腐^次ページ） 


4 





















































お電話の前に、 W 下にご記入<ださい。 


お名 

PC - 

製造番号 （8 巧） 


購入年月日 

年月日 


※お名、製造番号は、製品の 
底面に記載されていまず。 
※購入年月日は、保証書など 
の購入曰がわかるちので確 
詔して < ださい。 


①購入後1年な巧のお客様 


お客様サポートセンター(ご購入後1年 LU 内のお客様） 


函の0120 -606-756 

I ふ祉關 携帯電話 ’ PHS か5ちご利用いただけます。 
■電話番号をおたしかめのラえ、お間違いのないよラおかけください。 
■ IP 電話からは、フ U —ダイヤルサービスをご利用いただけない場合 
びあ0まず。 


受付時間]♦月曜日〜±曜日9:00〜18:00 
(年末年始を除く）参曰曜日/祝日 9:00〜17:00 

なお、天災などやむを得ない状況の際は、臨時に休ませていただく 
ことびありますので、あらかじめご了承 < ださい。 


( D 購入後1年な上経過のお客様（有料） 

’お電話の前に「有料サポートチケット」をご購入ください。" 
チケットの入手方法は、お客様サポートセンター「有料 J 
ヴポートサービスのホームページを参照してぐださい。 

http://www.sharp.co.jp/support/products/pay svc.html 


お客様サポートセンター有料窓□(ご購入後1年切上経過のお客様) 


,0120-181-667 

携帯電話 ’ PHS か5ちご利用いただけます。 
■電話番号をおたしかめのラえ、お間違いのないよラおかけください。 
■ IP 電話からは、フリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合 
_びありまず。_ 

受付時間 I ♦ 月曜日〜±曜日9:00〜18:00 
(年末年始を除く）参曰曜日/祝日 9:00〜17:00 

なお、天災などやむを得ない状況の際は、臨時に休ませていただく 
ことびありますので、あらかじめご了承 < ださい。 
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ご使用になる前によくお読みください 


この製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷してお0ますが、万一故障や不具含があ0 
ました6、お買いあげの販売店までご連絡<ださい。 

巻末の「保証書」の定めるところによって修理を行います。 


-^ご使用前のおことわり J - 

•付属の説明書をよ<お読みのラえ、正しくお使いください。 

•付属の説明書は、いつでち見ることができるところに必ず保をしてください。 

•お客様または第王者がこの製品の使用を誤ったことにより生じた故障、不具含、ま 
たはそれらに基づ<損害については、法令上の責任が認め6れる場合を除さ、当社 
は一切その責任を負いませんので、あ6かじめご了承ください。 

•停電-電力線上のノイズなどの外部要因、または天災-原因不明のネットワーク障 
害その他の不可巧力によりお客様または第王者が受け6れた損害（データ損失、そ 
の他の直接-間接の損害)、またはそれ6により生じた故障ちしくは不具含につい 
ては、法令上責任が認め6れる場含を除さ、当社は一切その責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

•この製品においてソフトウェアを使用された結果に関して、当社はいかなる保証ち 
致しかねますのであ6かじめご了承ください。なお、ソフトウェアのご使用に際し 
ては、そのソフトウェアの提供者の使用条件が明示されているとさは、必ずそれ6 
の使用条件をご確認ください。 

•お客様または第王者が、この製品の使い方を誤ったとさや静電気-電気的ノイズの 
影響を受けたとさ、また故障-修理のとさは、記憶内容が変化-消失する恐れがあ 
ります。 

•重要な内容は、必ずメモリーカードや USB メモリーなどの記録媒体に記録し保管し 
て < ださい。 

•本書の内容の全部または一部を、当社に無断で転載、あるいは複製することはお断 
りします。 

•この製品は付属品を含め、改良のため予告な<変更することがあります。 


•この製品にインストールまたは付属のソフトウェアのご使用条件（取扱説明書など）もあ 
わせてお読みください。 

• r 安全にお使いいただくために」 （0^8 ページ）には、この製品を安全にお使いいただく 
ための重要な情報が記載されています。内容をよくお読みになった上で、この製品をお使 
い < ださい。 

この製品をご使用になった場合は、これ6の使用条件に同意いただいたをのとみなします。 
同意いただけない場合は、ご使用になる前にお買いあげの販売店に返品をお申し入れ<ださ 
い。 


トラブルび発生したとさの解決方法のひとつとして、再インストールがあります。再 
インストールについて詳しくは下記のヴポートページを参照してください。 

http://www.sharp.co.jp/support/mit/ 
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故障む、な？と思'つた s . 

起動時（電源を入れたとさ）のトラブル . 

表示に関するトラブル . 

入力や操作に関するトラブル . 

インターネットに関するトラブル . 

その他のトラブル . 

イ彦理の依頼につし、て . 

保証期間 . 

修理を依頼されるとをは . 

補修用性能部品の保有期間と消耗品/有寿命部品について 


保証書 . 34 


ネットワーク接続の詳細については、『電子マニュアル』 （ PDF ) の「インターネッ 
卜&メール」を参照してください。 
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箱の4身の確認 . 18] 

スタイラスペンの使い方 . 18 

お使いになる前の準備 . 19 

充電する . 19 

巧期設定 . 20 

「曰付と時刻」の調整をする . 21 

タッチパネルを補正する . 22 

インターネットに接続ずる . 23 

ワイヤレス LAN でインターネットに接続する . 23 

/ 

一一！—.… . S 


2章 
基本操作 


電源の入れち/切 D ち . 

電源を入れる . 

電源を切る . 

Fn キーでの設定変更（音量、画面の明るさなど). 


.26 

...26 

...27 

.28 
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安全にお使いいただくために 


図記号について 

この取扱説明書および商品には、安全にお使いいただ<ためにいろいろな表示をしてい 
ます。その表示を無視して誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のよラ 
に区分しています。 

内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。_ 

八を巧 人が死 t または重傷を負ラ恐れが高い内容を示しています。 I 

A 警告 人が死 t または重傷を負ラ恐れがある内容を示しています。 

A ミち意 人がけがをしたり財産に損害を受ける恐れがある内容を示しています。 


図記号の意味 （図記号の一例です) 


A 

気をつける必要が 

0 

してはいけないこ 

〇 

しなければな6な 

あることを表して 
います。 

とを表していま 
す。 

いことを表してい 
ます。 


^電源コード/プラグ 、 AC アダプター^ 


A 警告 


〇 

0 

0 

を 

〇 

か 

Q 


AC 100 V の電源コンセントを使用する 

それ攻外の電源で使用すると火災の原因となります。付属の電源コードおよび AC アダプ 
夕一は、 AC 100 V 専用（日本仕踰です。 

タコ足配線をしない 

タコ足配線は過熱し、火災の原因となります。 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししない 

感電の原因となります。 


万一、発熱していた0、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常が発生した6、 
すぐに電源を切って、電源プラグを抜く 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。修理を依頼してください。 

電源プラグの刃や刃の付近にほこりや金属物び付いているときは、プラグを抜いて 
乾いた巧で取り除< 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となりまず。 

AC アダプターおよび電源コードは、必ず本機に付属しているものを使用する 

付属品处外のちのを使用すると火災の原因とな0まず。 


AC アダプターおよび電源コードは誤った使い方をしない 


火がや感電の原因となります。 

• 傷ついた D 破損している AC アダプター 
や電源コードは、絶巧に使用しない 
•傷つけたり、加工した0、ねじった0、引っ 
張ったり、無理に曲げた0しない 
• AC アダプターにコー ドを巻をつけた D 、 
コー ドを結んだ0、束ねたりしない 


•重いちのを載せない 
•巧などでくるまない 

• 熱器具(温風ファンの前やホームこたつ巧 
近など)に近づけない 
• 落下させたり衝撃を与えた0しない 
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A を意 


Q 電源プラグはゆるみのあるコンセントに接続しない 

発熱して火災の原因となることびあります。お買いあげの販売店や電気工事店に交換の依頼 
をして < ださい。 

〇 電源プラグは、根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全だと発熱したり、ほこりび付着して火災-感電の原因となることびあります。 
また、電源プラグの刃に觸れると感電することびあります。 

お手入れのときや長期間使用しないときは、電源プラグを抜く 

火災-感電の原因となることびあ0ます。 

Q AC アダプターを温度の影響を受けやすい木の製品や家具などの上に置かない 

置いた部分び変色-変おすることびあります。 



A 警告 


面 

Q 


分解や修理•改造はしない 

故障したとさは、すぐに電源を切って電源プラグを披さ、修理を依頼してください。 

巧の場所では使用しない 
• 風通しの悪い場戸斤 
-ほこりや湿気のをい場所 
• 油煙や湯気の当たる場所 


火災の原因とな0ます。 


Q 開□部(力ードス□ット)などか6内部に異物(金属片、液体、燃えやすいものなど) 
を入れない 

もし、内部に異物び入ったときは、ずぐに電源を切って電源プラグを抜く 

そのまま使用すると、乂災•感電の原因となります。お買いあげの販売店にご相談ください。 


万一、発熱していた0、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常が発生した5、 
すぐに電源を切る。 AC アダプターを接続しているとさは、電源プラグを抜く 

* そのまま使用すると火災-感電の原因となります。修理を依頼してください。 



雷が鳴り出した5、電源コードに触れない 

感電の原因とな0まず。 
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A を意 


〇 持ち運ぶ際は、しっかりと持ち、落とさないよラにする 

落とすとけびの原因となることびあ0ます。 

0 硬いものでこすったり、たたいたりしない 

破損してけびの原因となることびあ0まず。 

0 ^ 移動ずるときは、電源プラグを抜き、接続されているケーブルをがず 

こ コードやケーブルび引っ掛かり、本機び落ちたり、倒れたりしてけびの原因となることびあ 
ります。 

0 めれた手で使用したり、まわりに水など液体の入った容器を置かない 

中に水び入ると、火災-感電の原因となることびあります。 

0 ぐ6ついた台の上や不安定な場所に置かない 

落ちたりして、けびの原因となることびあります。 

0 本機や AC アダプターの温度が高くなる部分に長時間触れない 

低温やけどの原因となることびありまず。特にお年蓄〇や、肌の弱い乳幼児び触れないよラ 
十分ミ主意して < ださい。 


ワイヤレス LAN 使用時 


A 警告 

〇 ;夕の場所では、ワイヤレス LAN 機能を無効に設定する 
-混雑した場所(満員電車の中など） 

-医療機関(病院など)の中 
-医療用電気機器の近く 
-航空機内 

電波によりむ臓ペース;一力一、医療用電気機器、航空機の機器の動作に影響を与え、事故の 
原因となることびあ0ます。 

また、航空機内でワイヤレス LAN 機能を有効にすること、および航空機の離着陸時に本機を 
動作させることは、航空法違反となり処罰される場昔があります。 

〇 ワイヤレス LAN を使ラときは、む臓ペースメーカーの装着位置か 6 22 cm 似上 
離す 

電波によりむ臓ペースメーカーの動作に影響を与え、事故の原因となることびあります。 
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事故防止のために 


A 警告 


0 自動車やバイク、自転車などの運転中や歩行中は本機を使用しない 

運転中に本機を操作すると、安全走行を損ない、交通事故の原因となります。また、運転中 
の音楽などの再生は、周囲の音び聞こえに<くなったり、音青に気をとられるため非常に危 
険です。車の中で使用するときは、車をま全なところに止めてか b お使いください。 


A 注意 


0 栖包で使用しているビニール袋は幼巧の手の届<所に置かない 

鼻や□をふさぐと、窒息事故の原因となることびあります。 

Q 小さな部品(カバーなど)やスタイラスペン、 microSD カードなどは、幼児の手の 
届<所に置かない 

飲み化むと、窒息の原因となったり、胃などに止まったりして大変危険です。飲み込んだ恐れ 
びあるとをは、ただちに医師と相談して<ださい。 

〇 電源コードなどのケーブル類は、足などを引っかけないよラに整理ずる 

ケーブル類を足などに引っかけたりすると、本機び落下して変お-故障の原因となったり、 
転倒してけびの原因となることびあります。 

〇 を全のために、巧のことを守る 

• 使用や充電は、必ず10〜35での範囲で行ってください。 

•使用传充電方法は、取扱説明書をよ<お読み<ださい。 

(取扱説明書(本書)、電子マニュアル ( PDF )) 

•電子レンジに入れないでください。 

•充電時に、所定の充電時間を超えてち充電び終了しない場をは、充電を中止してください。 

_ J 


11 














A を意 



健康のために、巧のことを守る 

•連続して使用する場合は、 1 時間ごとに10分〜15分の休憩を取0、目を休ませてください。 
• 新聞び楽に読める程度の明るさの場所で使用してください。 

(操作場所の明るさの目安： 500ルクス） 

•明暗の差の大さい巧では使巧しないでください。 

• 曰光び画面に直接当たる所では使用しないで<ださい。 

•本機を使用しているときに身体に疲労感、痛みなどを感じたとさは、すぐに使用を中止 
してください。使用を中止しても疲労感、痛みなどび続く場含は、医師の診察を受けて 
<ださい。 

•お使いになる方によっては、ごくまれに、強い光の刺激を受けたり点滅を繰り返す画面 
を見ている隙に、一時的に筋肉のけいれんや意識の喪失などの症状を起こす場合びあり 
ます。このよラな経験のある方は、本機を使用される前に必ず医師と相談してください。 
また本機を使用しているとさにこのよラな症状び起さたときは、すぐに使用を中止して 
医師の診察を受けて<ださい。 


へッドホン使用時 


么警告 


0 ヘッドホンを使用するときは、音量を上げ過ぎない 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間聴くと聴力に悪い影響を与える恐れびあります。呼 
びかけられてち返事びでさるく 5いの音量で使いましよラ。 

0 へッドホンをしたまま電源を入れたり切ったりしない 

刺激音によ0聴力に悪い影響を与える恐れびあ0まず。 

0 危険な場所では使用しない 

踏切や駅のホーム、車道、工事現場など、周固の音び間こえないと危険な場所ではヘッドホ 
ンを使用しないでください。 


A ミ主意 


0 始めか6音量を上げ過ぎない 

突然大さな音び出て耳を傷めることびあります。 
音量は少しずつ上げて使いましよラ。 
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ごま意と大切なお知 5 せ 


磁気に関ずるごを意 

この製品には磁石が埋め込まれていまず(ち図の ♦ 

部分)。 

磁気に弱いカード類(テレホンカードや定期券な 
ど）を磁石の周囲に近づけないよ5にしてくださ 
い。 

カード類などに記録されているデータび消えてし 
まラことびありますのでごミち意 < ださし、。 

著作権等に関ずるごま意 

本機を利用して各種 CD • DVD 、 インターネットホームページ上の画像等著作権の対象となっ 
ている著作物を複製、編集等することは、著作権法上、個人的にまたは家庭内でその複製物や 
編集物を使用する場合に限って許されています。利巧者自身び複製対象物について著作権等を 
有しているか、あるいは複製等について著作権者等から許諾を受けている等の事情び無いにも 
かかわ5ず、この範囲を越えて複製•編集や複製物-編集物を使用した場合には、著作権等を 
侵害することとなり、著作権者等か5損害賠償等を請求されることとなりますので、そのよラ 
な利用方法は厳重にお控えください。 

また、本機において写真の画像データを利用する場合は、上記著作権侵害にあたる利用方法は 
厳重にお控え頂くことはわちろん、他人の肖像を勝手に使用、改変等すると肖像権を侵害する 
こととなりますので、そのよラな利用方法を厳重にお控え<ださし、。 



廃棄-譲渡時のごを意 

この製品を廃棄や譲渡するとをは、お客様の重要なデータび流出するトラブルを防ぐためにお 
客様び保をされたプ□グラムやデータは、必ず消去してください。再インス!-ールを実行する 
と保をされたデータを消去することびでさます。再インス I -ールについて詳し<は下記のヴポー 
トページを参照してください。 

http://www.sharp.co.jp/support/mit/ 

• バッテ U - パックについて 

この製品に使用しているリチウムイオンバッテ U - は、 U サイクル巧能な貴重な資源です。 
廃棄に隙しては、お客様サポートセンターへお問い合わせください。 （ D 赏5ページ） 


ストラップの取り付け時のを意 

本磯にストラップを取り付けているとをは、ストラップを持って振り回したり、強く引っぱる 
など、ストラップに過重びかかる行為は行わないで<ださい。故障や破損の原因とな0ます。 
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本機で使用しているソフトウェアのライセンス情報について 


GPL/LGPL に関するお知 S せ 

本機は、 GPL/LGPL の適用ソフトウェアを使用しており、お客様にはこれ 6 のソフトウェア 
のソースコードの入手、改変、再配布の権利があることをお知6せします。 

内容につさましては、下記の製品情報ページにて公開しております。 

http://www.sharp.co.jp/support/mit/source/download/index.htmi 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問についてはお答えでさませんので、あ6かじ 
めご了承ください。 

〔励丘疎商し、し _ ) 

microSD は、 SD アソシエーションの商標です。 

• Ubuntu および Canonical は 、 Canonical Ltd . の商標または登録商標でず。 

その他、製品名などの固有名詞は各社の商標、または登録商標です。 

この製品では、シャープ株式を社び液晶画面で見やすく、読みやす<な 
るよラ設計した LC フォントび搭載されています。 

LC フォント/に FONT および LC □コマークは、シャープ株式会社の登録 
商標です。 

ただし記号など、一部 LC フォントでないものをあ0ます。 
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お客様へのお願い 

本製品をご使用いただく前に、下記の契約書をよくお読みください。 

このたびは、弊社製品をお買いあげいただを、誠にありびとラございました。 

お客様び購入された本製品にプ U インス I -ールまたは添付されていますシャープオ1」ジナルソフト 
ウェア似下「本ソフトウェア」と記載します）をご使用いただく前に下記の契約書をよくお読みく 
ださい。本契約書にご同意いただけない場台には、本製品を未使用•本ソフトウェアの記録媒体のパッ 
ケージを未開封のまま本製品をお求めになった販売店にご返却ください。 

お客様び本製品を使用された場合、または本ソフトウてアの記録媒体のパッケージを開封された場台 
には、下記契約書のすべてにご同意いただいたちのといたしまず。本契約書にご同意いただいた方の 
み、本ソフトウエアをご使用いただくことびできます。 


ソフトウェア使用許諾契約書 

シトープ株式会社下「弊社」と記載します）は、お客様（法人または個人のいずれであるかを問 

いません）に、本製品にプ U インストールまたは添付されている「本ソフトウェア」を使用ずる権利を 

下記条項に基づき許諸します。お客様び本製品を使用された場を、または本ソフトウェアのパッケージ 

を開封された場をには、下記契約書のすべてにご同意いただいたちのといたします。 

1. 著作権 

り）お客様は、本契約の条項にしたびって本ソフトウェアを日本国内で使用する、非独占的な権利を 
本契約に基づさ取得します。 

(2) お客様は、本ソフトウェアを、本製品のみでご使用いただけます。 

(3) お客様は、本ソフトウ I アのバックアップまたは保存の目的においてのみ本ソフトウてアの全部 
または一部を一部数に限り複製することびでをます。ただし、本ソフトウェアの複製物を記録し 
た媒体〔フ□ッピーディスク、 〔 D - ROM 等）び本製品に添付されている場合には、お客様は、本 
ソフトウェアを檀製することはできません。この場合、お客様は本ソフトウェアのバックアップ 
または保存の目的で、本製品に添付された当該複製物を取り扱ラものとしまず。 

2. 権利の許諾 

(1) 本ソフトウェアに関する菁作権等の知的財産権は、弊社に帰属又は第王者から正当なライセンス 
を得たものであり、本ソフトウてアは日本の菁作権法その他関連して適用されるま律等によって 
保護されています。したびってお客様は、本ソフトウェアを他の著作物と同様に扱わなければな 
0ません。 

(2) 本ソフトウェアとともにお客様に提供されるマニュアルおよび取扱説明書等の関連資料（し U 下「関 
連資料」と記載しまず）の菁作権は、鱗社に帰属し、これ6関連資料は日本の菁作権法その他関 
連して適巧される法律等によって保護されています。お客様はこれら関連資料を複製することは 
でをません。 

3. 制限事項 

り）お客様は、本ソフトウェアの U バースエンジニアリング、逆コンパイルまたは逆アセンブルをす 
ることはでさません。 

(2) お客様は、本契約書に明示的に許諾されている場をを除いて、本ソフトウェアの使用、全部また 
は一部を複製、改変等をすることはでをません。 

(3) お客様は、本ソフトウェアおよび関連資料に付されている菁作権表おおよびその他の権利表示を 
除ますることはでさません。上記 （2) に基づき本ソフトウェアを複製する場合には、本ソフトウェ 
アに付されている菁作権表おおよびその他の権利表示も同時に複製するものとします。 

(4) お客様は、本ソフトウェアを第云ちに使用許諾、貸ちまたは U —スすることはできません。 

4•本ソフトウェアの譲渡 

お客様は、下記のすべての条件を満たした場をに限0、本ソフトウェアの本契約に基づく使用権を第 

王者に譲渡することびでさます。 

i ) お客様び本契約書、本ソフトウェアを含む本製品、本ソフトウェアのすべての複製物およびその 
記録媒体、な5びに関連資料を含む本製品のすべてを譲渡し、これらを一切保持しないこと。 

ii ) 譲夏人び本契約に同意していること。 
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5. 限定保証 

(1) 弊社は、本ソフトウェアに関していかなる保証も行いません。したびって、本ソフトウェアに関 
して発生するいかなる問題ち、お客様の責任および費巧負担により解決されるちのとします。 

(2) 上記 （1) にかかわらず、お客様び必要事項を記入したユーザー登録/愛用者カードまたはオン 
ラインユーヴー登録を弊社まで返送された場合において、最初にご購入されたお客様び本製品を 
ご購入された後]年切内に、麟社び本ソフトウェアの誤り〔バグ）を修正した場合には、弊社は 
お客様に対して、修正されたソフトウェア、修正のためのソフトウェア化|下、これらのソフトウェ 
アを r 修正ソフトウェア」と記載します)、またはこのよラな修正に関する情報を提供いたします。 
ただし、修正ソフトウてアまたはこのよラな修正に関する情報の提供の必要性、提供時期、提供 
方法等に関しては、すべて與社の裁量により決定させていたださまず。お客様に提供された修正 
ソフトウェアは本ソフトウェアとみなします。 

(3) 本ソフトウェアの記録媒体に物理的欠陥（ただし、プ□グラムおよび/またはデータの読み出し 
び不可能な場をに限ります）びあり、弊社び当該欠陥を自己の責によるものと認めた場を、最初 
のお客様び本製品を購入された曰から14曰政内に本製品の保証書を添えてお求めになった販売 
店に当該記録媒体を返却された場合には、弊社は無償で当該記録媒体を同等の記録媒体と交換す 
るちのとします。 

本項の規定をもって本ソフトウェアの記録媒体に関する弊社の保証のすべてといたします。 

6. 責任の制限 

(1) 弊社は、いかなる場をち、お客様の逸失利益、特別な事情か5をじた損害（損害発生につさ興社 
び予見し、または予見し得た場合を含みます）および第=ちからお客様になされた損害賠償等の 
請求による損害について、一切責任を負いません。 

(2) いかなる場合においてち、本契約に基づく弊社の責任はお客様び実際にお支払いになった本製品 
の代金のラち本ソフトウェアの代金相当額をその上限とします。 

7. 契約の期間 

本契約は、お客様び本製品を使用されたとさ、または本ソフトウェアの記録媒体のパッケージを開 

封されたとさ発効し、下記 8. により本契約び終了ずるまで有効であるちのとします。 

8. 契約の格了 

(1) お客様は、書面により事前に弊社まで通知することにより、いつでち本契約を終了させることび 
でさます。 

(2) 弊社は、お客様び本契約のいずれかの条項に違反したときは、お客様に对し何5の通知•催告を 
行ラことなく直ちに本契約を終了させることびできます。 

(3) 上記〔2)の場を、弊社は、お客様によって被った損害をお客様に請求することびできます。 

(4) お客様は、本契約び終了したときは、直ちに本ソフトウ王アおよびそのすベての複製物ならびに 
関連資料を破棄するちのとします。 

9. その他 

(。お客様は、いかなる方まおよび目的によってち、本ソフトウェアおよびその複製物を日本国外に 
輸出してはなりません。 

(2) 本契約に関連または起因する紛争は、大阪地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所として解 
ミ夫するちのとしまず。 


シャープ株式会社 

ノ —ソナルソ U ユーシヨン事業推進本部 
干 639-1186 

奈良県大和郡山市美濃庄お492番地 
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この説明書の読み方 


〇^用している記号について ） 

ごを意 ：この製品や周辺機器の故障の原因になるを意事項を記載しています。 

Q :参考情報や関連事項、操作上の制限事項などを記載しています。 

^ :この説明書の参照ページや、参照する他の説明書を示します。 


r 表記ルールについて _ ) 

『電モ7 こュ アル』：画面で見る説明書を示します。 


(左は「電子マニュアル」の例です。） 

:キーボードのキーを押す操作では、キーを枠で囲んでいます。また、あるキー 
を押しなびら他のキーを押すとさは、「+」でつないで表記しています。 

例）画+团（▲な）を巧す。 

[] :画面に表示されるボタンなどは、 [] で囲んで表記しています。 

例） [ OK ] をク U ックします。 

「」 ：メニュー項目や、画面やアイコンの名称などは、 r 」で囲んで表記しています。 

例）「お気に入り」をク U ックします。 

( T 記載内容について _ ) 

本書に記載している情報は、この説明書の制作時点のをのです。 

お問い合わせ先の電話番号や受付時間、ホームページの URL や記載内容、 X —ルアドレス、 
および各種サービスなどの内容は変更されている場合があります。 


r 画面例について _ J 

本書はシ U —ズ共通の説明書です。画面の背景、画面デザイン、表示される項目名、アイコ 
ンなどの種類や位置などが実際の画面と異なる場をびありますが、操作については基本的 
に同じです。また、操作状況やこの製品の状態によって表示が異なる項目などは rxxxxxj 
で表しています。 
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章ご使用前の準備 


箱の中身の確認 


付属品や説明書などがそろっているか確認して、チェックマークを付けましよラ。 

足りないちのや破損しているちのがあると壬は、お買いあげの販売店にご連絡ください。 



[ bl 説明書などがそろっているか確認する。 

U □取扱説明書'^ (本書） 

□はじめにお読みください 
□ 電波干渉に関するごを意シール 
□修理診断シート 

□青少年によるインターネット上の有害サイトへのアクセス制限について 
このほかに補足説明書などび入っている場合びありまず。 

※この製品は曰本国内向けであ0、曰本語外の説明書はございません。 

This model is designed exclusively ror Japan , with manuals in Japanese only . 


スタイラスペンの使いち 

、 

スタイラスペンは、画面に表示されているアイコンや項目などを指定するとさに使います。 


タップ 

画面上のボタンを巧したり、ニューを選んだりす 諭 

るとさの操作です。（ク U ックと同じ働さ） m 

画面を「トン」と]回軽くタッチし、すぐに離します。 X / 

ダブルタップ 

ソフトウェアを起動したり、ファイルを開くときの 諭 

操作です。（ダブルク U ックと同じ働さ） m 

画面を「トントン」と2回続けて軽くタッチします。 

ドラッグ 

ファイルやフオルダを移動する操作です。 偷 

画面をタッチしたままスタイラスペンを動かし、目 m 

的の位置にをた6ペンを離します。 1 / 


スタイラスペンでタップした位置と画面のカーソル位置がずれているとさは、タッチパネル 
の補正が必要です 。 （r タッチパネルを補正する」 0^22ページ） 


18 














お使いになる前の準備 


この製品を初めてお使いになるとさは、必ず充電してか S ご使用ください。 


充電ずる I 

下図の順番で電源コード、 AC アダプター、この製品を接続後、コンセントに接続して<だ 
さい。 

a (バッテリー）ランプが赤点打して充電が始まり、満充電になると a ランプが緑点 
口して充電び止まります。満充電になるまで約 3.5 時間かかります。 

a ランプが点打しないとさは AC アダプターが正しく接続されているかなど確認して、接 
続し直してください。 



緑点な：満充電 


の ごミ主意 

必ず付属の AC アダプターを使用してください 

• AC アダプター ( EA - UM 1 V ) および電源コードは、必ずこの製品の付属品を使用してくださ 
し、。付属品しソ列のちのを使用したり、傷や破損など異常のあるちのを使用ずると、発煙、発火、 
火災の原因になります。 


Q バッテリーは消耗品でず 

•バッテ U —の使用時間び極端に短くなったときは、バッテ U —の交換び必要な場合びありま 
す。 r 修理の依頼について」（腐32ページ）を参照して、点検•交換を依頼してください。 


Q 満巧電時の使用時間は 

•『電モマニュアル』 （ PDF ) の「仕様一覧」一「バッテリー駆動時間」を参照してください。 
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初期設定 


この製品を使ラための準備として、最初にセットアップをします。セットアップを完了しな 
いと、この製品を使ラことはできません。 

りごま意 

セットアップを無事に終了ずるために、む下の事項をおず守ってください 
•セットアップが完了するまで、電源を切5ないでください。作業の途中で電源を切ると、再 
インス!-ールが必要になることがあります。（セットアップび終了ずるまで約5分かかります。） 

• 必ず A 〔 アダプターを接続した状態でセットアップを始めてください。 

•セットアップび完了するまで、マウスなどの周辺機器は接続しないでください。周辺機器び 
接続されていると、説明書のとおりに動作しないことびあります。 


^ 急に画面び暗くなった！5 


の 



•一定時間この製品を操作しないと、省電力機能び働いて画面表示び消えます。医面团などを 
巧すと再び表示されまず。 

一‘っづ,ノた目与±巧、店."、、，たパルロ A + 田す 每手順 2 L ソ 降はオプティカル 

了 イスプレイを開き、竜源ホタソを1秒、 f 王度押す 0 * ポイントで操作しまず 

r よラこそ」画面び表示されます。 . 



• センサーの上で指を上下左 
ちに動かすと、指の動さに 
合わせて画面の矢印（マウ 
スポインター）ち動さます。 


マウスポィンター 



•[進む]をク U ツクするには 
禮む]ボタンに矢印を合わせて 


适 


この製品を使ラ人を登録する。 


在 a 由 


ユーヴ电（□ヴイ y 巧に宙打れまず.） 



Isharps か P _| [snarpsharpj _| 

A 力西 suse け se あに .同じ 


rf 自 »m に□ブイ y すさ 


J ①お名前やユーヴ 
<5名、バスワード 
^ を乂力する。 ^ 



左ボタンを1回押して 
すばやく離します。 
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[進む]を 
ク U ックする。 




r 初期設定確認」画面び表示されます。 


オプティカルポイントにつ 
いて詳しくは『電子 マニュ 
アル』 （ PDF ) の r 画面の操 
作のしかた J を参照してく 
ださい。 




































<5 ご参考 
•お名前 

英数字だけでなく漢ぞやひ5びな、カタカナも入力できます。 

•ユーザ名 

1 文字目は必ず a 〜 Z (英小文字）のいずれかを入力します。 

2文字目政降は、-(八イフン)、 a 〜 Z (英小文字)、1〜9徽字）を入力します。 

•パスワード 

8文宇し U 上をお勧めします。この製品の設定を変更するとさなどパスワードび必要な場をびありま 
すので、忘れないよラメモなどに控えておいて<ださい。 

@ [はい]をクリックする。 

デスクトップ画面び表示されます。 

ユーザ名入力の画面び表おされた 5 

•手順4で「自動的に□グインする」のチェックを外したとさは、ユーヴ名とパスワード入力画面 
び表示されます。それぞれ入力し、 W を巧して<ださい。 

続いて、「日付と時刻の調整」をします。（下記） 


r 日付と時刻」の調整をする 


a 「デスクトップ」画面ち上の r 日付と時刻」をちクリック 
し、 r 日付と時刻の調整」をクリックする。 



留 



日付と時刻の設定をする。 


な[システム時刻 
の設定]をク 
U ツクする。 


続いて「タッチパネルを補正」します。（次ページ) 


<5曰付と時刻の合わせ方 

①カレンダーのくと>を 
ク U ックして、正しい 
年と月を選択する。 

③カレンダーから、正 
しい日をク U ックし 
て選おする。 

③時計欄の時刻（時‘分- 
砂）をク U ックして、 
正しい時間をそれぞ 
れ入力する。 

Q 「認証 J 画面び表示され 
* たら 


•パスワードを入力し、 
[認証する]をクリック 
して < ださい。 
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タッチパネルを補正する 


スタイラスペンでタップした位置と画面のカーソル位置びずれているとをは、巧の手順に 
従って、タッチバネルを補正します。 


S r システム J メニューをク U ックし、 r システム管 
理」—「タッチ/ くネルの補正」をク U ックずる。 

パスワード入力画面び表示されます。 



[^1 □グイン時のバスワードを入力し、 [0 K ] をク 
U U ックずる。 

「情報」画面び表示されます。 


[^1 画面の内容をよく読み、 [0 K ] をク U ツクずる。 

® 画面の指示に従って、スタイラスペンで画面を 
タツチずる。 

タッチパネルの補正び完了すると、確認画面 
び表示されます。 




■如サ 5XB しけ, 


つ- ドに 


|〇丰*。 eji ■化）イ が田; (0) > 


■9 ツ子バネルの化 III 正»巧8い*す. 

ます，ユ9イラス Sg つで， SHO 百田におつて.占ぞつて<だ51、， 

S 田5田ぞ OS 无 66. Enter ホー eS しで（ださい， BBS 上サ eUg 亡 x 
cnw— - て<だ3い. 

?比一つ BO 


团 W 巧 <ao* すので，39イラ： ISg つて々ッブし1_、 

ちし.タップ ESS つ: el ■を.ちウ U ツウポ《ン SStrH, —つ BC ■モことザ 




[ 51 [ OK ] をク U ツクずる。 


® 画面ち上の g ] をク U ックし、 r □グアウト」をク 
U ックずる。 

「□グアウト」画面び表示されます。 

® [□グアウト]をク U ックずる。 

画面び暗くな D 、 しばらくすると「ユーヴ名」 
入力画面び表示されます。 

® ユーザ名を入力し、を巧ず。 

「バスワード」入力画面び表示されます。 


^^パスワードを入力し、白！二£1 を巧ず。 

^デスクトップび表示されます。 
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インターネットに接続する 


ワイヤレス LAN でインターネツトに接続する 


自宅やワイヤレス LAN サービスを提供している店舗などからインターネットに接続するこ 
とがでさます。 

各設定方法は 

•詳しくは『電子マニュアル』 （ PDF ) の「インターネット&メール」を参照してください。 


^ ] ワイヤレス LAN を使えるが態にずる。 


ワイヤレス LAN び使える状態 
になると、【ザ)ランフび点なします 



[ b ] アクセスポイントに接続する。 

U ここでは、アクセスポイントび SSID (ネットワーク名） 
を通知する設定にしている場合を例に説明します。 

① 通知スぺースの邸または iilD をク U ックし、接続す 
るネットワーク名をクリックする。 



@ネットワーク認証の各項目を入力し、腊続]をクリック 
する。 

「接続を確立しました」と表示されます。 


唉 おずセキュリティ設定をし 
て < ださい 


•ワイヤレス LAN を使って 
インターネットに接続する 
とさは、お使いのアクセス 
ポイントの説明書を参照し 
て必ずセキュ U ティを設定 
して<ださい。また、『電 
子マニュアル』 （ PDF ) の r 大 
切なお知5せ」一「ワイヤ 
レス LAN 製品ご使用時に 
おけるセキュ IJ ティに関ず 
るごま意」ちあわせて参照 
して < ださい。 

^アップデートを実行してく 
' ださい 


•インターネットに接続でさ 
るよラになった6、アップ 
デートを実行してくださ 
し、詳しくは『電モ マニュ 
アル』 （ PDF ) の「インター 
ネット&メール _!を参照し 
てください。 
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章基本操作 


_ 各部のなまえと働き 

〔前面 


電源ボタン（山） 

(斬6ぺージ） 

のごま意 

電源 ボタンは 長 巧ししないで 
<ださい 

•強制終了機能び働さ、電源び 
切れてしまいます。 

ちボタン 

(陪20ぺージ) 

左ボタン 
(腹"立〇ぺージ） 


ディスプレイ 



クイックスタートボタン 


ボタンをタッチすると登録されているソフトウエア 
や機能を呼び出します。 


ボタン 

出荷時設定 

な 

デスクトップの表示 

◎ 

インターネット 

因 

メール 

な 

オプティカルポイントの「カーソル 
モード」と「ホイールモード」の切0 
替え 


Q ご参考 

•クイックスタートのボタン設定は変更するこ 
とびできます。詳しくは『電子 マニュアル』 
( PDF ) の 「クイックスタートボタン」 を参照 
して < ださい。 


オプティカルポイント 

(腐^ 20ぺージ） 


状態表示ランプ （ca 


d (バッテリー状態) 


緑点な 

AG アダプター 
接続あり 

満充電 

ホ点口 

充電中 

消灯 

AC アダプター接続なし 


(ザ）（ワイヤレス LAN 状態) 

(臨23ぺージ） 


緑点灯 

有効 

消'な 

無効 
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miniUSB コネクター ( 一ち -0 

ミニプラグ （ AB タイプ：クライアント機能なし）です。 

USB ケーブルのべマークを上向さに接続してください。 

標準プラグの USB 機器を接続するには、市販の USB 変換ケーブ 
ル （ USBA コネクター(メス） oUSBmmiA コネクタ（オス ）） 
が必要です。 

Q mkroSD メモリーカード'’や USB 機器の取り外し 

•取り外しには r アンマウント」び必要な場合びありまず。詳しくは『電子 マニュアル』 （ PDF ) の 「microSD 
メモリーカード」 または 「 USB 周辺機器」 を参照してください。 


左側面 



接続可能なへッドホン（腐^『電モマニュアル』 ( PDF ) 
一 「仕様一覧」） 
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電源の入れ方/切り方 

初めて電源を入れるときは、「初期設定」 （ D ^20 ページ）を参照してください。 


電源を入れる 



Q 電源ボタンは1巧程度巧し 
<まず 


•電源ボタンを長押しすると 
強制終了機能び働さ、電源 
び入らないことびあ0ま 
す。 


デスクトップ画面び表示されます。 



画面は一例です。 


Q 自動□グイン設定していな 
<いとき 



パスワードを入力し、 
し白コ]を巧ず。 



デスクトップ画面び表示さ 
れます。 
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電源を切る 


電源を切るとさは、シャツトダウン/サスペンドのいずれかで電源を切ります。 

サスペンド&については、『電子マニュアル』 （ PDF ) の「省電力機能」を参照してください。 
※サスペンドとは、現在の作業状態を残したまま、ほとんどの電源供給を停止し、消費電力 
を節約する機能です。 

の ごミ主意 

•ご購入時の設定では、電源オンでディスプレイを閉じると、サスペンド状態になります。 
データ作成中にディスプレイを閉じ、サスペンドのままでバツテ U —び切れると、作成中の 
データは消えてしまいますので、ごミ主意<ださい。 


〔電源を切る（シャットダウン) 


a デスクトツプ画面ち上の g ] をクリックし、 r シヤツト 
ダウン」をクリックする。 



「シャツトダウン」画面び表示されます。 


fb ] [シャットダウン]をクリックする。 

U 電源び切れます。 


ディスプレイをゆっくりと閉じる。 


) ごミ主意 

^再び電源を入れるとさは、 
必ず"10秒政上待ってから 
電源ボタンを押して<ださ 
し、。連続して電源を切った 
り入れたりすると、故障の 
原因にな0ます。 
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Fn キーでの設定変更（音量、画面の明るさなど) 

を司を押しながら [ TI 〜 W を押すと、記号表示されている機能が働きます。 


n vii 111，*1(1.«り星*朽，。1[^*»りふ。1[1»。..]1 II T 1 


二三に：; 

二三： J こ:: 

: ：( 

[ 

コ3口 

コ: X ：; 

11 

[ 

つに:1 

]にこ：3] 


tJ 

——] 厂广 

. 'r 

:::, J 


巧ず キー 

働を 

[fnJ+LLlC ¥ ) 

ワイヤレス LAN 機能の有効/無効を切り替えます。23ぺージ） 

l Fn]+ [ bJ (▼崎))） 

音量を下げます。 

1 Fn] + 1 4] ( A 4) ) 

音量を上げます。 

回 + 回 （殊） 

音を消します。わラー度押すと元の音量に戻ります。（消音にすると 
バッテ U —切れの警告音が鳴らないため、を意が必要です。） 

IFnl+fe 1( ▼な） 

内蔵ディスプレイを暗くします。 

| Fn 1 + 1 7] (▲な） 

内蔵ディスプレイを明るくします。 

回 + 因 （ n ) 

バックライトの ON / OFF を切り誓えます。 

1 Fn] +19 1( Wheel ) 

キーボード上部のオプティカルポイント（《^20ページ）をカーソル 
モード/ホイールモードに切り替えます。 
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困つたとをは 


故障かな？と思った5 


"故障かな？"と思っても、調べてみると故障ではないこともあります。 

トラプルによっては、この製品の故障ではなく、ソフトウェアや周辺機器に関するトラブル 
の場合ちあります。修理をご依頼になる前に、ここに記載されている内容や下記の説明書、 
ヘルプなどを参照して問題の解ミ夹ち法がないか、ちラー度よ<お確かめ<ださい。 


•『電子マニュアル』 ( PDF ) (殿2ぺージ） 

•Web マニユノス J レ ( http :// www , sharp , co , jp / support / mit / mndLaqreement , html ) 
•ヴポートぺーシ ( http :// www , sharp , co , jp / support / mit /) 

•お使いのソフトウェアや周辺機器の説明書、ヘルプ、六一力一のホームページ 

それでも問題が解 ミ 夫しないときは 

それでを問題び解決しないとをは、再インストール（ご購入時の状態に戻すこと）をお勧め 
します。再インストールについて詳しくは上記のサポートページを参照してください。 


起動時（電源を入れたとき）のトラブル 

V 


Q ) 電源が入5ない 


Qk バッテリーが巧電されているか確認してください 

A 〔アダプターを接続し、バッテリーランプを確認してください。（陪19ぺージ) 




クライトび OFF になつていないか確認してください 

+ [^( n ) を押します。 


AC アダプターを取り付け、電源を入れてください （腐。 19ベージ) 


Qk 強制的に電源を切り、その後10秒む上待ってか5電源を入れ直してください 

%上記すベての操作をしても画面び表おされないときは、電源ボタンを10秒政上押し続け 
て強制的にこの製品の電源を切ってください。電源を切った後、]0砂切上待ってか b 電 
源を入れて < ださい。 


表示に関ずるトラブル 

CsJ ウインドウのボタンが表示されない/画面の下部が表示されない 


0 ドラッグ操作でウインドウのボタンや画面の下部を表示させることびで走まず 
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@ 画面び巧るずざる/画面が暗い 


m キーボードのキーを使って調整でをまず 

の • r ^+[^.( ▼な）：画面を暗くします。 


0 


• [Fnl + [7 1( ▲な）：画面を明るくしまず。 


画面が表示されない 


0 I Shift ! などを f 甲して省電力機能が働いていないか確認してください 


バッ 

%固] 


クライトび OFF になつていないか確認してください 

+ [¥]( a ) を巧します。 


電源が入っているか確認してください 

^電源ボタンを1秒程度巧します。 


<21八"ッテリーが巧電されているか確認してください 

% AC アダプターを接続し、バッテ U - ランプを確認してください。（陪19ぺージ) 


Qk 強制的に電源を切り、その後10秒 1 U 上待ってか5電源を入れ直してください 

^上記すベての操作をしてち画面び表示されないとさは、電源ボタンを10秒！; (上 押し続け 
て強制的にこの製品の電源を切ってください。電源を切った後、1日秒切 上 待ってか5電 
ミ原を入れ、画面び表おされることを確認してください。 


入力や操作に関するトラブル I 

0使用中に動かなくなってしまった 

使用中に、キーボードからの入力和マウス操作などを夏け付けな<なったりすることびあり 

ぶ5 〇 

動かなくなったソフトウェアを強制路了してください 

%使用しているソフトウェアに異常び発生して動かなくなった（フリーズした）可能性びあ 
ります。じ(下の手順で問題び発生しているソフトウェアを強制終了してください。 

7「システム」；>(ニューをク1」ックし、「システム管理」一「システム•モニタ」をク U ッ 
クする。 

「システム-モニタ」画面び表示されます。 

P 「プ□セス」タブ画面で、動かなくなったソフトウェアを選択し、[プ□セスの終了] 
をク U ックする。 

確認画面び表示されまず。 

3 [プ□セスの終了]をクリックする。 

4画面ち上の〇をク U ックし、「システム-モニタ」画面を閉じる。 


30 






f \ 強制的に電源を切り、その後10秒む上待ってか5電源を入れ直してください 

^上記の操作をしても入力操作び受け付けられないとさは、電源ボタンを10秒切 上 押し続 
けて強制的にこの製品の電源を切って<ださい。電源を切った後、10砂し^上待ってから 
電源を入れて < ださい。 


インターネットに関するトラブル 


Cii ワイヤレス LAN でインターネットに接続でをない 


Qk 『電子マニュアル』 （ PDF ) の「故障かな？と思った目 J - 「インターネット接続に 
%関するトラブル J を参照してください 


その他のトラブル 


〇電源が切れなぃ 

Qk 動かなくなったソフトウェアを強制終了してください 

%使用しているソフトウてアに異常び発生して動かなくなった〔フリースした）可能性びあ 
ります。し^下の手順で問題び発をしているソフトウェアを強制終了してください。 

7 「システム」；>< ニューをク U ックし、「システム管理」一「システム•モニタ」をク U ッ 
クする。 

「システム-モニタ」画面び表示されまず。 

2 「プ□セス」タブ画面で、動かなくなったソフトウェアを選択し、[プ□セスの終了] 
をク U ックする。 

確認画面び表示されます。 

?[プ□セスの終了]をク U ックする。 

4 画面ち上の0をク1」ックし、「システム•モニタ」画面を閉じる。 

Qk 強制的に電源を切り、その後10秒む上巧ってか5電源を入れ直してください 

^上記の操作をしてち電源び切れないとさは、電源ボタンを ] 日砂し:!上押し続けて強制的に 
この製品の電源を切ってください。電源を切った後、1日秒]; LL 待ってか5電源を入れて 
<ださい。 


バッテリー駆動でこの製品が使えない 


Qk バッテリー残量は十分あるか確認してください 

% A 〔アダプターを接続し、バッテ U - ランプを確認してください。 （0^19 ぺージ) 
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修理の依頼について 


保証期間 


この製品には保証書が付いています。保証期間は、お買いあげの曰か6 ] 年間です。 
•保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、内容をよ<お読み 
のラえ大切に保をしてください。 

•保証期間中でを有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。 
•保証期間後の修理は、修理によって機能が維持でさる場含は、ご要望により有料修 
理いたします。 


修理を依頼されるときは_ J 

修理では、この製品に保存されているデータが消去されることがありますので、必要なプロ 
グラムやデータのバックアップをしてください。 

また、記入済みの r 修理診断シート」（別紙）と保証書をご準備<ださい。 

修理を依頼されるとをは、お買いあげの販売店に直接修理品を持ち込んでください。 

当社の修理窓口（持ち込み窓口）については、下記のホームページを参照してください。 

http://www.sharp.co.jp/support/shousn3.html 


修理のご相談など 

修理のご相談•ご依頼、および万一、製品による事故が発生した場合は、お買いあげ 
の販売店、またはお客様サポートセンターページ）にお問いをわせください。 


修理完了品の確認に ついて 

•必ず返却時の状態で、正しく修理されているか動作確認をしてください。設定変更やソフト 
ウェアのインストールなどは動作確認完了後に行ってください。 


32 












補修用性能部品の保有期間と消耗品/有寿命部品について 

V 


C ~ 補修用性能部品 _ ) 

補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な修理用部品のことです。 

この製品の補修用性能部品の保有期間は「発売開始から約6年」となっています。 

•キャビネットなどの外観部品や付属品等の部品の保有期間は、補修用性能部品よ0 
短くなります。 

•補修用性能部品の保有期間の目安「発売開始から約6年」を過ざている製品は、修 
理のご依頼をお受けでをない場をがあります。 

•補修用性能部品の保有期間内でを、在庫がない場合には同等性能の代替部品によ0 
对応させていただくことがあります。 

また、部品の入手に時間がかかり、通常の修理期間よりを長くなることがあります。 


r 消耗品と有寿命部品について _ J 

この製品には、消耗品と有寿命部品び含まれています。使用環境や使用時間の経過等により、 
劣化/磨耗が進行し、部品の交換が必要とな0ます。 




をな部品 

消耗品 

使用頻度や使用環境により消耗の進行は異なり 
ます。交撰する場合は、保証期間の内列を問わ 
ず新品購入となります。なお、お客様による交 
換はでさませんので、お客様サポートセンター 
にご依頼ください。 

バッテ1」ーパック 

有寿命部品 

使用環境（温湿度など）や使用頻度、経過時間 
等により、祟化/磨耗び進行し、寿命び著しく 
短くなる可能性のある部品です。ご使用状態に 
よっては早期に部品交換馆料）び必要になる 
場合びあります。 

キーボード、 

タッチパネル、 

バックライト、 

AC アダプター、 

コネクタ/ケープル類 


※部品によっては、ユニット単位の交換になる場合びあります。 


33 














使い方や修理の。目談など\_ 

使い方について 

「詳しく知りたいこと-わか6ないことびあったときは」 （防 ■ 2ぺージ)を参照して 
ください。 

修理について 

「修理の依頼について」32ぺージ)を参照してください。 

お問い合わせの際には、事前に必要事項を準備してください。 


シャ-プな式会社 


本 社 干 545-8522 

バーソナルソ I 」ューシヨン事業推進本部干 639-1 186 


大阪市阿倍野区長巧町22番22号 
奈良県大和郡山巿美濃庄町492ま巧 
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